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１．はじめに
　社会の急速な情報化が進展する中で学校教育での
情報化も大きく変化している。高等学校では，学
習指導要領が改訂され，2003年度から普通科では，
教科「情報」が必修となり，そして教科「情報」を
履修した学生が2006年度以降に大学に入学してい
る。その後，多くの大学で新入生の高等学校での教
科「情報」の履修状況やコンピュータリテラシーの
調査研究が行われている［１－５］。当初は，高等学校
卒業までに基本的なコンピュータリテラシーを習
得しているので，大学ではコンピュータリテラシー
の基礎教育は不要になるのではないかと思われてい
た。しかし，新入生のコンピュータリテラシーの格
差の問題が多くの大学で指摘されるようになった。
そして，その対策として，習熟度別クラス編成での
授業やその教育効果に関する研究も進められた［６，
７］。
　本論においては，著者の所属する中村学園大学
の教育学部（旧：人間発達学部）の新入生にコン
ピュータリテラシーのアンケート調査を行ったの
で，その結果と分析について述べる。さらにコン
ピュータリテラシーの格差対策の一つの試みとし
て，2011年度の１年次前期の「情報処理Ａ」のテ
キストに載せている Word と PowerPoint の例題や
問題の解答操作をアニメーションで表示する操作シ
ミュレーションの Web ページを作成し、学生に使
用させたので，これについて述べる。
２．アンケート調査
２．１　アンケート調査について
　表１に示すように，コンピュータリテラシーのア
ンケート調査の対象は，2005年度から2011年度ま
での中村学園大学教育学部（旧：人間発達学部）の
１年次学生である。教育学部（旧：人間発達学部）
は、１学部１学科である。2006年度入学生から教
科「情報」を学習した学生が入学している。なお，
人間発達学部は，人間発達学科児童発達学専攻の学
生のみが対象であるために人数が少ない。
　アンケートの調査時期は，１年次前期の「情報
処理Ａ（旧：情報処理）」の講義開始時であり，内
容は入学前のコンピュータリテラシーに関する調
査である。なお，「情報処理Ａ」の授業概要は，
Windows の 基 本 操 作，Web 検 索， 電 子 メ ー ル，
Word 2010，PowerPoint 2010の演習を行いなが
ら，パソコンの操作方法，データや情報をパソコン
で処理することの意義や可能性を学ぶことである。
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表１．アンケート回答人数
学部 人間発達学部（児童発達学専攻） 教育学部
年度 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
回答人数 52 104 104 127 119 126 267
入学者数 59 105 104 128 122 126 271
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　アンケートの回答は無記名で，質問紙で行った。
授業改善に利用し，さらに論文発表等で利用する
が，個人が特定できるような公開はしない旨を説明
している。
２．２　調査結果
⑴　パソコンの所有率
　パソコンの低価格化やインターネットの急速な普
及により，学生のパソコンの個人所有率は年々増加
している。パソコン所有率に関しては，1998年度
にも調査を行っているが，その当時は自宅所有率
が24.8％，学生の個人所有率4.6% であった［８］。最
近の調査では，図１に示すように，自宅所有率約
90％，個人所有率約30% までになっている。入学
後のパソコン購入を考慮すると，かなりの学生がパ
ソコンを個人所有することになりそうである。しか
し，他大学の調査では，所有率は高くてもパソコン
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の利用頻度は低く，「Web 閲覧」や「ネットショッ
ピング」に偏っているとの結果もある［５］。
⑵　学生の情報発信の状況
　学生の情報発信状況を調査するために，2006年
度からホームページやブログの開設率の質問を追
加した（表２，表３）。個人のホームページやブロ
グを持っている学生は，年々増加している。大学
においても情報発信の問題（個人情報，誹謗中傷，
チェーンメール等）に対する教育もますます重要に
なる。文部科学省でも，情報教育を体系的に推進
するために指導用ガイドブックを作成し公表する
など，学校教育での情報モラル教育を重視してい
る［９］。
⑶　高等学校での教科「情報」の履修状況
　文部科学省は，1997年10月の「情報化の進展に
対応した初等中等教育における情報教育の進展等に
関する調査研究協力者会議」第１次報告において，
情報教育の目標を「Ａ　情報活用の実践力」，「Ｂ　
情報の科学的な理解」，「Ｃ　情報社会に参画する態
度」の３つの観点に整理している。これらの３つの
観点を相互に関連付けて，バランスよく身につけさ
せることが重要であることも報告されている［９］。
　2003年度から高等学校の普通科では，教科「情
報」が必修となった。「情報Ａ」，「情報Ｂ」，「情報
Ｃ」は各２単位であり，１科目を選択必修しなけれ
ばならない。各科目の目標は下記の通りである。
（情報Ａ）コンピュータや情報通信ネットワーク
などの活用を通して，情報を適切に収
集・処理・発信するための基礎的な知識
と技能を習得させるとともに，情報を主
表２．ホームページ開設率
表３．ブログ開設率
図１．パソコンの所有率の推移
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011
はい 5.1 8.7 15.7 27.7 28.3 25.8
いいえ 94.9 91.3 84.3 72.3 71.7 73.4
無回答 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011
はい 1.3 6.7 7.1 25.2 35.4 36.7
いいえ 98.7 93.3 92.9 74.8 63.8 62.5
無回答 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.7
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図２．教科「情報」の履修状況 
 
（横：2 段抜き、縦：なりゆき） 
（新ヶ江登美夫、挿入箇所：６ページ） 
 
 
 
 
 
 
 
161
体的に活用しようとする態度を育てる。
（情報Ｂ）コンピュータにおける情報の表し方や
処理の仕組み，情報社会を支える情報技
術の役割や影響を理解させ，問題解決に
おいてコンピュータを効果的に活用する
ための科学的な考え方や方法を習得させ
る。
（情報Ｃ）情報のディジタル化や情報通信ネット
ワークの特性を理解させ，表現やコミュ
ニケーションにおいてコンピュータなど
を効果的に活用する能力を養うととも
に，情報化の進展が社会に及ぼす影響を
理解させ，情報社会に参加する上での望
ましい態度を育てる。
　「情報Ａ」は「情報活用の実践力」，「情報Ｂ」は
「情報の科学的な理解」，「情報Ｃ」は「情報社会に
参画する態度」にそれぞれ重点が置かれている。
　図２に示すように，本学部の学生は「情報Ａ」の
履修が多く，他は少ない。「どれか不明」の学生の
比率が高いのは，経済産業省によると多くの高等学
校では，教科「情報」の履修は高等学校１年次に行
われている［10］ので，科目名を忘れている学生が多
いためと思われる。
　全国的にも，「情報Ａ」の科目が多く履修されて
いる。情報Ａは「情報活用の実践力」が重視されて
いるが，高等学校１年次の履修が多く，パソコンを
利用する時間は各学校で異なるため，コンピュータ
リテラシーの格差が生じているものと考えられる。
⑷　高等学校でのパソコン利用率
　高等学校の授業等でのパソコン利用率を図３に
示す。教科「情報」の履修がない2005年度の入学
生でも過半数の学生は高等学校でパソコンを利用
していた。教科「情報」の履修が選択必修となり，
2006年度の入学生から利用率が非常に高くなって
いる。
操作シミュレーションを利用したコンピュータリテラシー教育の支援
図２．教科「情報」の履修状況
図３．高等学校でのパソコン利用率
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⑸　高等学校での学習内容
　高等学校でパソコンを利用した学習内容の質問結
果の一部を図４に示す。
　インターネットの急速な普及に伴い，高等学校で
も授業での Web 閲覧が増加している。教科「情報」
の履修の影響で，2006年度の入学生から急激にプ
レゼンテーションと表計算が増大している。まとめ
や発表の表現活動の道具として，教科「情報」以外
図４．高等学校での学習内容
図５．学生による自己申告
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の科目でもパソコンが多く活用されていることも一
つの原因と思われる。
⑹　学生によるコンピュータリテラシーの自己申告
　学生のコンピュータリテラシーに対する自己申告
の結果を図５に示す。
　ワープロソフトを「使えない」と思っている学生
の比率は，2005年度の入学生より増減しているが，
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2011年度の入学生でも9.0％の学生が「使えない」
と回答している。表計算とプレゼンテーションソフ
トについては，教科「情報」の影響と思われるが
2006年度の入学生から「使えない」と回答する学
生が大幅に減少している。しかし，それでも2011
年度の入学生では，表計算ソフトで21.0％，プレ
ゼンテーションソフトで16.9% の学生が「使えな
い」と回答している。「かなり使える」と回答した
学生が僅かにいるのに対し，「少し使える」と「使
えない」の学生の比率の合計がまだ50％を超えて
いる。これがコンピュータリテラシーの格差を表し
ており，実際，「情報処理Ａ」の授業で，理解度の
高い学生と低い学生がいる事と一致している。
　2011年度の教育学部１年次の「情報処理Ａ」の
４クラス（135人）で調査した入力問題の入力文字
数の分布を表４に示す。５分間で486文字をタイプ
する問題であるが，講義開始時にタイプできた最多
文字数と最少文字数は，486文字と69文字であり，
基本の入力問題でもこれだけ格差がある。講義終了
時には，ほとんどの学生が入力文字数を講義開始時
より多くタイプすることができた。しかし，まだか
なりの差がある。
表４．５分間で486文字をタイプする
　　入力問題の結果
入力文字数 講義開始時 講義終了時
100字未満 6人（　4.4%） 0人（　0.0%）
100字～199字 90人（66.7%） 15人（11.1%）
200字～299字 30人（22.2%） 82人（60.7%）
300字～399字 6人（　4.4%） 30人（22.2%）
400字以上 3人（　2.2%） 8人（　5.9%）
平均文字数 192.1字 274.7字
３．操作シミュレーション
３．１　操作シミュレーションについて
　新入生のコンピュータリテラシーの格差は大き
い。そこでコンピュータリテラシーの多様化する
学生に対応するために，自宅でも学習できる操作
シミュレーションの Web ページを作成した。こ
れは，「情報処理Ａ」のテキストの Word 2010と
PowerPoint 2010の例題や問題の解答操作をアニ
メーションで提示する Web ページである。この操
作シミュレーションの主な目的は，理解度が低い学
生の自学自習により，コンピュータリテラシーの格
操作シミュレーションを利用したコンピュータリテラシー教育の支援
差を少しでも解消しようとするものである。
　この操作シミュレーションの特徴を下記に示す。
①視覚的に，操作の確認ができる。
（操作の説明が表示される。マウスポイン
ターの動きがアニメーションで表示される。
　クリックするボタンの位置や，［Enter］
キーを押すことなどは，文字で表示される。）
②何回も繰り返し確認できる。
③２倍速，４倍速の速度を調整でき，一時停止
や任意の位置から表示させることができる。
④全画面表示で見やすい。
⑤ Web ページで公開しているので，いつでも
どこからでも利用できる。
　公開先のＵＲＬは，http://www.nakamura
-u.ac.jp/~shingaeh である。
　さらに，PowerPoint 2010編では，音声の解説を
聞くことができ，操作習得の確認チェックのための
操作問題も追加している。
　図６は，PowerPoint 2010編の操作シミュレー
ションのタイトルページである。
　図６の左側の列に，学生が所持しているテキスト
のページ番号を表示している。
　図６の中央の列に，例題や問題の番号と簡単な説
明文があり，学習者がその部分を選択してクリック
すると全画面で操作過程がアニメーションで表示さ
れる。図７は，図６にある「［例題５．７．５］テキ
ストの開始時のアニメーション効果」をクリックし
て表示される操作シミュレーションの表示画面であ
る。これは，画面上側に「スライドイン をクリッ
クする」のメッセージが表示され，マウスボタン
（矢印）が指示された場所をクリックするために動
いている途中経過の画面である。音声による解説も
聞くことができる。
　図６の右側の列に，操作問題がある。問題文が表
示されると，学習者は画面上でクリックして解答し
なければならない。操作を３回間違った場合は，誤
りであることを指摘し，正解のアニメーションを見
せることにより，学習者に正しい操作を確認させて
いる。図８は，「［例題５．３．１］テーマの変更の
（問題）」をクリックして表示される操作問題であ
り，その中の２問目を表示している画面である。
　このように，例題や問題の模範解答の操作を見る
ことや解説を聞くことができ，さらに操作を確実に
習得しているかを確認するために，操作問題を解く
ことができる。
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図６．PowerPoint 2010編のタイトルページ
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３．２　学生による評価
　2011年度の教育学部の１年次前期の授業「情報
処理Ａ」の２クラス（67人）に紹介し，利用して
もらった。最後の講義の時間に，この操作シミュ
レーションに関するアンケート調査を行った。回収
率は100% である。
　「このソフトは理解の手助けとしては良かったか」
の調査結果（表５）によると，「非常に良かった」
と「大体良かった」を合計すると90% 以上になり，
操作シミュレーションは学習の補助教材として，非
常に有効であると思われる。
　「どの段階で利用した方が良いか」の調査結果
（表６）によると，授業中に説明し使用させたため
か，「授業中」という回答が最多であったが，「復
習」の回答も多い。これは，理解度の低い学生に復
習で利用してほしいと思っていた著者の意図とも一
致していた。
　「PowerPoint 編の音声は必要と思いますか」の
調査結果（表７）によると，「必要」と「やや必
要」の合計が約42% ではあるが，「あまり必要では
ない」と「必要でない」の合計も約18% と少なく
ない。これは，理解度の高い学生にとっては，音声
を聞く必要はなく，逆に煩わしくなるものと思われ
る。
　「PowerPoint 編の問題は必要と思いますか」の調
査結果（表８）によると，「必要」と「やや必要」
の合計が約90% とかなり評価が高い。これは，理
解しているかどうかの学生による自己判断にもな
り，既知の操作能力に関しては問題だけを解いて確
認すれば良いので評価が高いものと思われる。
表５．このソフトは理解の手助けとしては
　　良かったでしょうか。
非常に良かった 41人（61.2%）
大体良かった 22人（32.8%）
普通である 4人（　6.0%）
あまり良くなかった 0人（　0.0%）
全く良くなかった 0人（　0.0%）
表６．良かった人に質問。どの段階で利用し
　　た方が良いと思いますか？（複数回答）
予習  5人（　7.9%）
授業中 43人（68.3%）
復習 38人（60.3%）
分からない 0人（　0.0%）
表７．PowerPoint 編の音声は、必要と思いますか。
必要である 11人（16.4%）
やや必要である 17人（25.4%）
どちらでもない 27人（40.3%）
あまり必要でない 8人（11.9%）
必要でない 4人（　6.0%）
操作シミュレーションを利用したコンピュータリテラシー教育の支援
図７．テキストの開始時のアニメーション効果
図８．テーマの変更の問題
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表８．PowerPoint 編の問題は、必要と思いますか。
必要である 45人（67.2%）
やや必要である 15人（22.4%）
どちらでもない 2人（　3.0%）
あまり必要でない 3人（　4.5%）
必要でない 2人（　3.0%）
４．おわりに
　本学部の新入生を対象として，2005年度から
2011年度までの入学前のコンピュータリテラシー
に関してアンケート調査を実施した。教科「情報」
の影響で2006年度からの新入生のコンピュータリ
テラシーは向上しているものの格差は拡大してい
る。これは，「情報処理Ａ」の授業での入力問題の
調査結果でも確認できた。また理解度の高い学生
も，詳細な操作技術や就職先の教育現場に即した活
用技術に関しては未熟であり，大学での情報処理教
育の必要性はある。
　20年程前の学生はキーボードのアルファベット
の位置が分からず日本語入力にかなり戸惑ってい
た。ただし，ほとんどの学生が同じ程度の技能から
始めていたので指導は容易であった。しかし，近年
キーボード入力に戸惑う学生はほとんどいなくなっ
たものの，コンピュータリテラシーの格差は広が
り，授業内の統一的な指導が困難になりつつある。
そのため，習熟度別のクラス分けを行う大学も増え
てきた。しかし，このクラス編成の方法もまだ試行
錯誤の段階であり，時間割編成上の制限の問題もあ
る。本論文の操作シミュレーションは，授業で紹介
し，利用した学生のアンケート調査結果から判断す
ると，かなり操作の手助けになったと思われる。こ
れにより，理解度の低い学生の底上げができるもの
と期待される。
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